食物アレルギーってなんだろう？１９　　　長谷川クリニック　長谷川　浩

（北海道国民健康保険団体連合会発行　北海道の国保2010年11月号）
食物アレルギーのイメージ１１　　依存症型の食物アレルギー
前回のランドルフの考察から、過敏症は2つのタイプに分けられます。仮に、不快な症状を繰り返す急性症状反復タイプと、見落としやすい依存症タイプとします。一般にアレルギーとして扱うのは前者ですが、実際には前者→後者→前者の順に経過を辿ることが多いと言います。ランドルフは、セリエが示したストレスへの適応反応（1950年）から両者のメカニズムを説明しています。

分かりやすい急性症状反復タイプ
　セリエ説（図1）によれば、急にストレス（新たな刺激）が加わると、生体は不快な反応（初期ショック、下方の虚脱状態）を起こします。食物過敏症では、これが刺激毎に現れるため、少し工夫すると原因に気付きます。また、不快ですから、この刺激は抵抗なく避けられます。日常、食物アレルギーとして診ているのはこのタイプです。
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見落としやすい依存症タイプ
　頻繁に刺激が続くと、逆に、その刺激で興奮（図1上方）する適応がおこります。これは依存症そのもので、一定時間その刺激が途絶えると禁断症状（図1下方の虚脱症状）を出します。

　ランドルフは、これらを過敏症に応用して症状を6段階に分けました（表）。虚脱症状は、軽いものが自律神経失調症状やアレルギー症状で、それが局所性（－）から全身性（2－）へと進みます。徐々に生気をなくして、最後には重症の鬱（3－）になります。興奮症状は、軽ければ周囲が好感を持つほど活動的になるだけです（＋）。徐々に自分本位で自制が利かなくなり（2+）、究極には躁状態となります（3+）が、病識に乏しいのが特徴です。実際には、刺激の消長に合わせて虚脱と興奮の状態が交互に現れる二相性になります。自覚的には虚脱症状が苦しいため、その刺激が自分に最も適しているように感じて、求めるようになります。
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依存症タイプの経過
　図2は依存症タイプの典型的な経過です。麻薬・ニコチン・アルコール・カフェインに比べると進行は緩やかですが、特徴は依存症タイプの食物過敏症にも共通します（前回の図・依存症のピラミッド参照）。興奮状態まで持ち上げるのに必要な刺激（食物）の量は、初め少量で済みますが、進行するに連れて増加します。これはバランスが虚脱方向に落ち込んでいくためですが、やがて刺激量をどんなに増やしても興奮状態まで持ち上がらなくなります。過敏症の経過には図3のように種々のパターンがありますが、どれも行き着く先は重症の鬱（3－）です。
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依存症タイプを疑い予防するには
　依存物は、無いと辛いと感じるものです。疲れたりいらいらしたとき、一息ついたとき、無性に欲しくなります。進行すると、刺激して一時的に症状が軽くなってもすぐに戻りますから、常にその依存物を求めるようになります。診断には、まず頻繁に食べている食品を疑います。しばらく止めてから食べると（除去誘発試験）、初期ショックのような不快な症状が再燃されます。

　本人に治療する意志があれば、日常生活でできる対策が２つあります。一つは、依存物を手の届く所に置かないこと。もう一つは、プラス思考して物事を良い方向に考えることですが、そのきっかけとして「心のおやつ」を勧めています。詳しくは豆知識で紹介します。

　見方を変えれば、依存症でも軽い興奮状態（＋）で一生を終えるなら幸せです。刺激が強く頻繁なほど速く進みますから、大のお気に入りは時々ほどほどに楽しみたいものです。
